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■

はじめに

前回までで，アメリカ滞在中に訪問した研究

所・資料館・図書館の紹介は終わる（１）。私は，

2000年９月１日から2001年８月31日までアメリ

カに滞在し，2001年８月31日にヨーロッパに向

けて旅立った。最初の訪問地はアムステルダム

である。

私の計画は，この後，半年間をかけてグルッ

と地球を周り，2002年の２月末に日本に帰国す

るというものだった。この間，オランダを皮切

りに，フィンランド，スウェーデン，ノルウェ

ー，デンマークの北欧諸国をめぐり，再びオラ

ンダを経由してイギリスとアイルランドに渡

り，そこからベルギーとドイツを経てポーラン

ド，チェコ，オーストリア，ハンガリー，スイ

スと中欧・東欧諸国を回った。その後，再びド

イツを経由してルクセンブルクからフランス，

スペイン，ポルトガル，イタリアを訪問した。

ここで，義父が重篤状態に陥ったという報せ

が日本から届いて旅を中断し，ミラノから一時

帰国する。義父の葬儀を済ませて旅を再開した

のは12月に入ってからである。イタリアに戻っ

てギリシアに飛び，トルコ，キプロス，アラブ

首長国連邦とめぐった。こうしてヨーロッパか

らアジアに戻り，インド，タイ，カンボジア，

マレーシア，シンガポールと，東南アジア諸国

を訪問した。

その後，オーストラリア，ニュージーランド

とオセアニア諸国を回り，「世界一周航空券」

の航空会社グループの関係で経由地となったフ

ィジーを経て，2002年２月22日，無事日本に帰

ってきた（２）。なお，この間の旅行費用は全て

自費である。念のため。

というわけで，今回からヨーロッパ諸国で訪

問した研究所・資料館・図書館の紹介を行うこ

とにしよう。まず初めは，オランダ・アムステ

ルダムの博物館と，フィンランドで訪問した労

働組合中央組織である。

アムステルダムの博物館など

私がヨーロッパ訪問の最初の訪問地としてア

ムステルダムを選んだのには，はっきりとした

■海外研究事情

世界の労働関係研究所・資料館・
図書館（7）
――アムステルダムの博物館とフィンランドの労働組合中央組織
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a アメリカ滞在中の記録については，「五十嵐仁のアメリカ便り」http://ooara.mt.tama.hosei.ac.jp/

iga2/ayori.htmを参照。

s アメリカ出発以降の記録については，「五十嵐仁の諸国探検記」http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/

iga2/tanken.htmを参照。
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理由があった。それは「世界一周航空券」のた

めである。「世界一周航空券」は，何カ所かの

国を選んで地球をグルッと一周するルートを作

り，その総マイル数でいくつかのランクに分か

れた運賃が決まる。

このようなチケットはいくつかの航空会社グ

ループによって販売されているが，私が利用し

たのはノースウェスト航空を中心とするグルー

プで，これには，オランダ航空，エミレーツ航

空（アラブ首長国連邦），マレーシア航空，フ

ィジー航空などが加わっていた。このグループ

を選んだのは，たまたま最初の渡米に利用した

のがノースウェストだったということもある

が，私が訪問しようと思っていた国に行くのに

比較的便利だったからである。

私の最初の目的地はフィンランドのタンペレ

という町だった。そこでIALHI（労働史研究所

国際協会）の大会が開かれることになっていた

からだ。しかし，オランダ航空を利用するとい

うことで，アムステルダムを中継地に選んだの

である。

アムステルダムでは，国立博物館やゴッホ美

術館なども訪問したが，ここでは，社会史や運

動史にかかわるアムステルダム歴史博物館，ア

ンネ・フランクの家，オランダ・レジスタンス

博物館，全国労働組合博物館などを紹介するこ

とにしよう。このうち，最初に訪れたのは，ア

ムステルダム歴史博物館（３）A m s t e r d a m s

Historisch Museumである。

ここには，オランダの歴史資料や絵画などの

文化財が展示されている。江戸時代の日本とオ

ランダとの交流を示す展示もあった。

しかし，それ以上に，ここで私の目を引いた

のが，第２次世界大戦中の対独レジスタンス運

動の展示とナチスの旗で覆われた棺だ。その傍

らに，オランダ・レジスタンス博物館からの借

用という注意書きがある。「レジスタンス博物

館？」このような博物館がアムステルダムにあ

ることを，この表示を見るまで知らなかった。

オランダはナチス・ドイツに占領され，その

ために「アンネの悲劇」も生まれている。当然，

抵抗運動も存在したことは知っていたが，しか

アムステルダム歴史博物館 アンネ・フランクの家

d アムステルダム歴史博物館について，詳しくはhttp://www.ahm.nl/を参照。

f アンネ・フランクの家について，詳しくはhttp://www.channels.nl/amsterdam/annefran.html を参照。
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し，「レジスタンス博物館」は初耳だ。

これまで見たガイドブックにも，地図にも出

ていない。あるらしいことは分かったが，どこ

にあるのか，捜しようがない。気になりながら

も，この後，アンネ・フランクの家A n n e

Frank Houseに向かった（４）。ここは『アンネの

日記』でよく知られている隠れ家で，さすがに

地図にも大きく出ている。

この家は，運河沿いの目立たない場所にあっ

た。しかし，その回りを見学者が取り囲んでい

て，遠くからでもすぐにそれと分かる。列に並

んで中に入るまで，15分ほどかかった。アンネ

の人気はなかなかだが，それを喜んで良いのか

どうか，複雑な気持ちになった。

気持ちと言えば，このような隠れ家に住み続

け，人目を避けて音を立てず，階下で働く労働

者たちにさえ気づかれずに生活していたアンネ

達一家の気持ちはどのようなものだっただろう

か。人間の狂気がどのような悲劇を生み出すこ

とになるのか，ここにその実例がある。

この後訪れたレジスタンス博物館で，ドイツ

軍やナチスの様々な行進だけを写し続けたフィ

ルムを見た。まさに「狂気の行進」だ。軍靴の

音がザッザッザッザッと機械的な正確さをもっ

て響いてくるが，これこそ殺人機械の音にほか

ならない。これは２度と繰り返されてはならな

い悲劇であり，光景である。

アンネ・フランクの家の売店で，絵はがきを

買った。小学生の娘に，いつか『アンネの日記』

を読むように勧めるためだ。この時，ふと思い

ついて，レジスタンス博物館のことを聞いてみ

た。案の定，ここで分かった。地図をもらい，

行き方も教えてもらった。この地図をよく見た

ら，全国労働組合博物館も出ていた。

この博物館はIALHIの会員で訪れたいと思っ

ていたが，場所が分からなかった。二つの博物

館はすぐ近くにあるので，同時に訪ねることが

できる。市電に乗って行き着いたオランダ・レ

ジスタンス博物館（５）Resistance Museumは，

なんと動物園の真ん前だ。日曜日とあって，子

供達がたくさん来ていた。もちろん，動物園の

方に……。

写真の中央の建物の一階が博物館だ。写真を

撮っている私の後ろが動物園の柵ということに

なる。この博物館では，ナチスによるオランダ

の征服とオランダ国内におけるナチス運動の広

がり，それへの抵抗と連合軍の反撃の過程が，

様々な資料によって展示されている。説明には

オランダ語だけでなく英語もあるので，かなり

のことが分かる。

しかし，実際に書かれたり配布されたりした

当時の文書などは全てオランダ語で，解説がな

いと分からない。苦手だった英語だが，その説

明文を見てホッとしている自分を発見して驚い

たものだ。

ナチス・ドイツはヨーロッパ全土を席巻し，

それに対する抵抗運動もヨーロッパ各地で発生
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世界の労働関係研究所・資料館・図書館（7）（五十嵐仁）

レジスタンス博物館

g アムステルダム・レジスタンス博物館はHPを持っていないようだが，以下のウェッブ・サイトに簡単な紹

介が出ている。http://www.amsterdam-museums.com/museums/resistance.html
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した。これに類する博物館は，各地に存在する

可能性がある。また実際，その後，ノルウェー

やデンマークなど，いくつかの国で同様の博物

館を訪問することになった。

全国労働組合博物館

全国労働組合博物館（６）は，ここから歩いて

５分くらいの所だった。この博物館の建物は，

ダイヤモンド労働組合（ General Dutch

Diamondworkers Union, ANDB）のもので，

1900年に建てられたオランダ最古の労働組合の

建造物だという。組合も1894年に設立されてい

るからかなりの古さだ。

日本での最初の労働組合の設立は1897年だか

ら，それよりも３年早いということになる。そ

のような組合が，このような立派な建物を持ち，

しかも今もなお残っているということに驚い

た。

労働組合がこのような立派な博物館を持って

いるということも，大きな驚きだといえる。日

本の労働組合は専門の博物館も文書・資料館も

持っていない。彼我の隔たりは極めて大きいと

いわざるを得ない。

この博物館の地下１階と２階は常設展示場，

３階は特別展示場で，このときはオランダの植

民地であったスマトラやジャワでの煙草プラン

テーションの農業労働者についての特別展示が

行われていた。この特別展示は２～３カ月毎に

変わるようで，現在のものは９月いっぱいで終

わりだという。

１階には受付と集会場がある。この会議室や

集会場は今も使われており，私が受付にいた時，

奥の集会場から大きな拍手が聞こえてきた。

２階の常設展示場には，写真やパネル，ポス

ターなどと共に，立派な組合旗や組合リーダー

の彫像なども展示されている。かつて，ダイヤ

モンド労組がいかに力が強く，豊富な資金を持

っていたかを物語っているようだ。

この建物自体，H.P.Berlageという有名な建

築家の設計になるもので，大変凝った造りにな

っている。入ってすぐが天井までの吹き抜けに

なっており，その周りを階段が取り巻く形だ

（７）。

建築された当時としても大変斬新な作りだっ

たようだ。このような凝ったデザインの建物を

造れたというところにも，ダイヤモンド労組の

力が示されている。

しかし，おそらく今ではその力と資金力は過

去のものとなっているだろう。今もなお，ベル

ギーのアントワープやイスラエルと並びアムス

テルダムはダイヤの研磨では世界有数で，その

見学は観光コースにも組み込まれているが，し
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全国労働組合博物館

h この博物館も独自のHPを持っていないようだ。以下のウェッブ・サイトに外観の写真と簡単な紹介が出て

いる。http://www.amsterdammuseums.nl/eng/museum/location_detail_eng.cfm?LocatieID=420

j この建物の建造物としての価値については，http://www.deburcht-vakbondsmuseum.nl/english.html を参照。

吹き抜けになっている内部の写真も何点か出ている。

大原536-06五十嵐  03.6.17 9:26  ページ 56



かし，機械研磨も導入され，職人の技と数は昔

日の比ではなくなっているからだ。

博物館の地下１階にはダイヤモンド研磨のた

めの道具が陳列されていた。これらの道具を使

って研磨技術をも磨き続けたダイヤモンド労働

者が，熟練工として高い地位を持ち，強力なク

ラフト・ユニオンを築いていたことがしのばれ

る。いわば，その遺産がこの建物であり，現在

では組合独自で維持できなくなったために1991

年から全国の労働組合の共通の博物館として維

持・運営されるようになったのではないだろう

か。

もう一つ，ダイヤモンドとアンネ・フランク

との接点についても書いておこう。その共通項

は「ユダヤ人」である。ダイヤの研磨は，ベル

ギーに住んでいたユダヤ人が15世紀にその研磨

方法を開発したのが始まりだという。このよう

な技術がユダヤ人によって開発され，彼らの間

に広まっていったのにも理由がある。

世界に散らばる流浪の民ユダヤ人にとって，

場所や設備を必要とせず技術と資金だけで身を

立てられる仕事こそがふさわしいものだったか

らだ。それがダイヤの研磨であり金融業だった

ということになるだろう。

ということで，ダイヤの研磨がここで盛んに

なったのは，多くのユダヤ人が生活していたか

らであり，ドイツのフランクフルト生まれのア

ンネがここにやってきたのも，当地のユダヤ人

社会を頼ってのものだった。したがって，ダイ

ヤモンド労働組合にも，恐らくその中心メンバ

ーには多くのユダヤ人がいたことだろう。ヨー

ロッパの労働運動や社会主義運動のリーダーの

多くがユダヤ人であったのと同様に……。

そしてこのような事情が，労働運動や社会主

義運動にたいする敵視と重なっていく。それは

ヒトラーのユダヤ人排斥感情にも何らかの影響

を与えていたに違いない。

フィンランド労働組合中央会議

アムステルダム郊外のスキポール空港から再

びオランダ航空に乗ってフィンランドのヘルシ

ンキに向かった。ところが，ヘルシンキに着い

た頃から強烈な腰痛に見舞われた。これからと

いうときに，持病が出たのである。まだ旅は始

まったばかりだったので，前途多難を思い，暗

澹たる気持ちになったものだ。

この痛み始めた腰をさすりながら，フィンラ

ンド労働組合中央会議（Central Organisation

of Finish Trade Unions，SAK）の本部に向かっ

た（８）。ヨーロッパ担当書記Europe Secretary of

SAKであるマーク・ヤースクレーネンMarkku

Jaaskelainenさんに会う約束があったからだ。

Eメールで面会を申し込み，このときまでに

フィンランドとスウェーデンの労働組合から回

答があった。SAKのマークさんからは，道順を

教えるファックスがホテルに届いていた。ファ

ックスには乗るべき市電の番号と降りる停留所

の名前が書いてあり，「そこで降りると簡単に

見つけられます。赤い字でSAKと書かれたビル

を探してください」とあった。

その通り，SAK本部のビルは簡単に見つかっ

た。地上６階地下１階の堂々たるビルで，屋上

に大きく「SAK」という赤い文字の看板が出て

いる。本部は大きな広場に面していて，そこで

は朝市が開かれていた。鮮やかな色のテントが

張られ，野菜や果物，花などが売られていた。
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k フィンランド労働組合中央会議について，詳しくはhttp://www.sak.fi/ を参照。英語版もある。
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フィンランド労働組合中央会議本部の場所

は，ヘルシンキ中央駅を挟んで国会と反対側，

私のホテルからは市電で15分くらいの所だっ

た。ほとんど市の中心部だと言って良いだろ

う。

このような街の中心部に，このような立派な

ビルを持っているところにも，フィンランドに

おける労働組合の比重の大きさ，地位の高さを

しのぶことができる。日本で言えば，東京駅の

裏の辺に当たるわけだから……。

受付で来意を告げると，直ぐに案内された。

マークさんのオフィスに通されたが，そこでは

コーヒーの用意をして私を待っていてくれた。

各労働組合には，Eメールで面会を申し込む

とき，いくつかの質問を書き送っている。マー

クさんとのインタビューは，この質問を中心に

行われた。質問というのは，組合についてのパ

ンフや文書はあるか，最近の組合活動で大きな

変化があったとすればそれは何か，特に力を入

れているのはどのような活動分野か，組合組織

率はどうなっているか，組合活動上の問題点が

あるとすればそれは何か，最も大きな成功を収

めてきた分野は何かというようなものだ。これ

らの質問は，主に，労働組合活動の一般的な状

況と特徴について聞いている。

続いて，私の関心のある労働組合と政党・政

治活動について，組合と政党はどのような関係

を持っているか，労働組合はどのような政治活

動を行っているかについても聞いた。マークさ

んは，これらの質問について逐条的に答えたわ

けではないし，１時間という限られた時間では

それは不可能だ。以下，私が理解した限りで，

彼の回答を簡単にまとめて紹介することにしよ

う。

フィンランドの労働組合運動について

フィンランドには，SAKのほかにフィンラン

ド俸給従業員連盟（９）（The Finnish Confedera-

tion of Salaried Employees ，STTK）とフィン

ランド・アカデミック労働組合（10）（the Confed-

eration of Unions for Academic Professionals in

Finland ，AKAVA）というナショナルセンター

（労働組合中央組織）がある。SAKは約110万人

の組合員で最大のナショナルセンターだ。組合

員の54％が男性，46％が女性で，女性組合員の

比率がかなり高いと言える。しかし，執行委員

構成では25人のうち20人が男性と，男性の比率

が高くなっている。

３つのナショナルセンターでは，SAKが産業

労働者中心で一番古い歴史を持ち，約65万人の

STTKはテクノクラートやホワイトカラーなど

サラリーマンが中心で中間階級的，約40万人の

AKAVAは大学や学術機関に勤めるインテリや

病院の医師など専門職団体的性格が強いとい

う。

違いはこの様な社会的構成だけでなく，政治
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SAK本部のビル

l フィンランド俸給従業員連盟（STTK）について，詳しくはhttp://www.sttk.fi/ を参照。
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的な面にもある。SAKは主として社民党支持，

一部に左翼同盟（旧共産党）支持の組合も含ま

れており，AKAVAは保守的で，現在の議長は

国民連合（保守党）の党員だそうだ。STTKは

その中間ということになる。このような違いは

あるが，組合活動の面では共同行動をとってお

り，結束は固いようだ。ただし，選挙などは別

だ。

組合活動の中心は，政労使三者協議での合意

形成をめざすことで，1968年からの歴史がある。

最近の協議は1995年に始まり99年に合意に達し

た。これは2001年春から2003年までの賃金，税

制改革，雇用政策などについての三者合意であ

り，一種の所得政策だ。詳しい合意内容を紹介

したパンフをもらった。

このような三者協議は主として全国レベルの

もので，ここでの協定の締結が決定的な意味を

持つ。フィンランドは小さな国で，しかもヘル

シンキの支配力は大きい。全国レベルで決まれ

ば，それは直ぐに波及するというのが，マーク

さんの説明だった。

フィンランドは90年代に深刻な不況に陥り，

失業率は15％を越えたそうだ。その後，木材輸

出やＩＴ産業を中心とした国際競争力の回復に

よって雇用情勢は持ち直したが，それでもまだ

８～９％あるという。

携帯電話を中心にＩＴ関連産業の輸出が増

え，景気は回復したものの，人口と産業の中心

は南部に集中しており，産業の状況や失業率な

どでは地域的な差が大きい。フィンランドのＩ

Ｔ化は進んでおり，携帯電話とインターネット

の普及率は世界最高の水準にある。特に携帯電

話のノキアは世界市場の30％を占めるという強

さを誇っている。

何故，フィンランドでＩＴ産業が大きく飛躍

したのか，その理由について尋ねたが，「幸運

だった」というだけで，あまりはっきりした答

えは返ってこなかった。しかし，最近では，フ

ィンランドでもＩＴ不況の影響を受けており，

前途は楽観できないということのようだ。ただ，

ＩＴ関連への産業転換が急速かつ順調に進み，

この点では組合も協力した点を強調していた。

この分野は労働組合の組織率が高く，発言力も

強いようだ。

とは言っても，フィンランド全体の組合組織

率は80％にも達しているから，分野ごとの違い

はそれほど大きくない。ただし，サービス産業

での組織化がうまく進まないということはある

ようで，これは日本などと共通している。

このように高い組織率を持つフィンランドの

労働運動は政治的にも大きな影響力を持ってい

る。フィンランド初の女性大統領である現在の

タルヤ・ハロネン大統領も，社民党出身だ。彼

女は労働法の専門家で，このSAKの本部に事務

所を持っていたというほどで，組合との関わり

の強さをうかがうことができる。

このハローネン大統領が選出された2000年１

月の選挙は７人が立候補する激戦で，最初の投

票だけでは決まらず，中央党のアホ前首相との

決選投票でようやく当選を勝ち取るというきわ

どいものだった。このアホ前首相は，大統領選

挙で敗れた後，アメリカに行ってハーバード大

学のケネデイ行政学院のフェロー（研究員）に

なっている。以前，ハーバード大学のセミナー

で彼の話を聞いたことがあると言ったら，マー

クさんは苦笑していた。

SAKの傘下組合の多くは社民党支持だが，建

設や食品組合など，一部には旧共産党支持の組

合もあるという。25人の執行委員のうち，20人

は社民党支持，５人は旧共産党支持の分布にな

っている。

したがって，総選挙などの党派選挙では，特

定政党に対するSAKとしての公的な支持の表明

は行わず，資金援助も少額にとどまっている。
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しかし，SAKが社民党を支持していることは秘

密ではなく皆知っていることだといって，マー

クさんは笑っていた。

このようにSAKとしての政治活動はかなり控

えめなものだが，傘下の産業別組合では活発に

資金援助を行ったり，選挙に取り組んだりする

組合もあるようだ。また，党派選挙ではない大

統領選挙では，事情は異なるという。

特に，前回選挙は組合と関わりの深いハロネ

ン候補が立ち，しかも激戦だったために，SAK

もかなり運動に力を入れたようだ。その結果，

現大統領の当選となったわけだから，組合の影

響力はいやが上にも高まるということだろう。

最後に，面白いグラフを見せてあげると言っ

て，一枚の紙を渡された。そこには，主な国の

労働組合の組織率と労働協約が及ぶ労働者の比

率が示されている。フィンランドやスウェーデ

ン，デンマークなどの北欧諸国は，両者ともに

極めて高い水準にある。

これに対して，フランスやドイツなど中欧諸

国は，組合の組織率はそれほど高くないが，労

働協約の及ぶ範囲は広く，組合の社会的影響力

の強さが示されている。これらと好対照なのが

アメリカや日本で，いずれも組織率は低く，労

働協約の及ぶ範囲も狭くなっている。

このグラフを見ながら，このような彼我の差

は何故生じたのだろうか，将来にわたって，こ

の差を埋めることは可能なのだろうか，と考え

込んでしまった。今回の私のこの旅は，このよ

うな疑問に対する答え探しの旅でもある。せめ

てそのヒントや手がかりだけでもつかんで帰り

たいものだ。

（以下，続く）

（いがらし・じん　法政大学大原社会問題研究所教授）
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